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 「断熱工法について 天井の断熱施工（桁上断熱）」ガラス繊維協会ウェブサイト
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天井全面に石膏ボード等の仕上げ材
を張る。
天井断熱の場合、断熱層や防湿層の
欠損を防ぐためにシーリング（直付
け）式の照明器具の使用が望ましい。
埋込み式の照明器具を使用する場合
は、機器の選定、施工方法について各
メーカーに確認すること。
天井点検口を設ける場合は、断熱材
が付属した点検口を使用し、点検口
の周囲と別張りの防湿シートを気密
テープで張り合わせること。
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